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　3月7日、JAきたそらち女性部 カレッジあみてぃえ1期生卒業式が行われ、岩田学長
から一人ひとりに卒業証書が手渡された。

➡記事の詳細は4ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！

ホームページ
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　4月より営業時間が下記の通り変更となります。

　※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、営業時間を変更する場合がございます。

直売所eciRからのお知らせ直売所eciRからのお知らせ

4月、5月の営業時間：9：00 ～18：00

北
空
知
広
域
連

北
空
知
広
域
連

Ｆ
Ａ
Ｊ
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
最
優
秀
賞
を
受
賞

深
川
中
学
校
野
球
部
に

ふ
か
が
わ
米
を
贈
呈

深
川
中
学
校
野
球
部
に

ふ
か
が
わ
米
を
贈
呈

北空知
広域連
北空知
広域連
北空知
広域連
北空知
広域連

　
２
月
28
日
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
大
田
市
場
の
花
き
卸
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｆ
Ａ
Ｊ
）
に
て
『
Ｆ
Ａ
Ｊ 

Ｏ
Ｆ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

２
０
２
１
』

が
発
表
さ
れ
『
北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合
』
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
賞
は
、
そ
の
年
の
出
荷
生
産
者
の
中
か
ら
、
品
種
・
企
画
商
品
・
取
組
み
な

ど
で
最
も
優
れ
て
い
た
生
産
者
に
贈
ら
れ
る
。「
ピ
ー
ク
時
に
約
８
，
０
０
０
ケ
ー

ス
に
及
ぶ
出
荷
物
を
全
量
検
品
す
る
徹
底
し
た
品
質
管
理
を
続
け
、
出
荷
情
報
も

詳
細
で
安
心
し
て
販
売
で
き
る
」
と
Ｆ
Ａ
Ｊ
福
永
哲
也
社
長
の
言
葉
の
通
り
、
品

質
に
こ
だ
わ
る
産
地
と
し
て
の
取
組
み
や
、
４
月
か
ら
12
月
の
９
か
月
間
、
北
海

道
と
い
う
産
地
の
特
色
を
生
か
し
、
ス
タ
ー
チ
ス
を
主
軸
に
ダ
リ
ア
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア
等
、
多
品
目
に
わ
た
る
出
荷
、
フ
ェ
ア
や
展
示
、
商
談
会
へ
の

積
極
的
な
参
加
・
協
力
と
多
く
の
事
が
評
価

を
受
け
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
授
賞
式
当
日
の
出
席
は
か
な
わ
な
か
っ

た
が
、
生
産
組
合
か
ら
は
、
役
員
が
作
成
し

た
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
受
賞
の
よ
ろ
こ
び
と

感
謝
を
伝
え
、
そ
の
栄
誉
あ
る
賞
に
応
え
た
。

【
北
空
知
広
域
連
　
冨
田
】

　
３
月
16
日
、
第
13
回
全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会

に
出
場
す
る
深
川
中
学
校
野
球
部
を
応
援
す
る
た
め
ふ
か

が
わ
米
生
産
組
合
（
伊
藤
裕
美
組
合
長
、
３
８
２
戸
）
が

ふ
か
が
わ
米
を
贈
呈
し
た
。

　
当
日
は
、
伊
藤
裕
美
組
合
長
が
深
川
中
学
校
を
訪
問
し
、

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」「
な
な
つ
ぼ
し
」「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
を
１

人
あ
た
り
15
㎏
、
選
手
14
名
に
贈
呈
を
行
っ
た
。

　
伊
藤
組
合
長
は
「
深
川
の
お
米
を
食
べ
て
、
楽
し
ん
で

悔
い
な
く
頑
張
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と
激
励
を
送
り
、
深

川
中
学
校
野
球
部
主
将
の
佐
藤
敦
斗
さ
ん
は
「
お
米
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
沢
山
食
べ
て
全
国
大
会
も

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
」
と
話
さ
れ
た
。

販売部販売部販売部販売部
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２
月
21
日
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
（
三
谷
好
美
部
長
、
４
３
４
名
）
よ
り
、Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン

タ
ー
増
築
工
事
の
完
成
に
伴
う
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
寄
贈
を

頂
い
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
70
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
昨
年
の

10
月
下
旬
に
当
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
員
が
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講

習
会
」
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
同
女
性
部
員
で
も
あ
る
、

幌
加
内
町
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家 

吉
成
洋
子
氏
を
講
師
に
、

参
加
し
た
女
性
部
員
58
名
で
制
作
さ
れ
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
一
枚
一
枚
異
な
り
、
ピ
ン
ク
や
黄
色
、
青
な

ど
色
と
り
ど
り
で
、
中
に
は
稲
や
苺
、
牛
な
ど
管
内
の
農
畜

産
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
な
ど
、
と
て
も

目
を
引
く
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
谷
部
長
は
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
見
る
た
め
だ
け
で
も
、

営
農
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
話
さ
れ
た
。

　
こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
増
築
工
事
が

完
了
し
た
営
農
セ
ン
タ
ー
の
金
融
共
済
部
正

面
入
り
口
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
寄
贈

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
寄
贈

JAきたそらち女性部

令和４年度役員決定
　2月24日　JAきたそらち女性部（三谷好美部長）の第22回通常総

会が開催され、本年は新型コロナウイルス感染拡大を受け、書面による

議決のみとし、下記の議案が原案通りに可決された。

　・議案第1号　令和3年度本部活動・経過報告並びに決算書の承認

　・議案第2号　令和4年度事業計画(案)並びに収支予算(案)の設定

　・議案第3号　令和４年度役員の選出の承認
　　

　尚、新役員は右記の通り。

【営農企画課　墓田】

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

役　職 支　部 氏　　名

部 長 納 　 内 岡田　裕子

副部長 深 　 川 桃野　珠美

副部長 多 度 志 佐々木美樹

理 事 イチヤン 宮岸　俊子

理 事 雨 竜 髙田　聡子

理 事 北 　 竜 川上　仁美

監 事 音 江 三谷　好美

監 事 幌 加 内 花岡美智子

（3） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　
３
月
７
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
（
正
・
准
）
や
そ
の
家
族
で
あ
る
女
性
を
対
象
と
し
た
、Ｊ
Ａ

き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」
１
期
生
の
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」
は
Ｊ
Ａ
管
内
の
女
性
が
「
食
と
農
」「
く
ら
し
」「
文
化
」
な
ど
の
学
習
を
通
じ
て
、

元
気
な
地
域
づ
く
り
・
心
豊
か
な
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
次
世
代
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
第
１
期
生
30
名
の
う
ち
20
名
が
参
加
し
た
。

　
卒
業
に
あ
た
り
、
同
大
学
の
岩
田
清
正
学
長
（
Ｊ
Ａ
代
表
理
事
専
務
）
は
式
辞
の
中
で
「
学
生
の
皆
様
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
目
を
輝
か
せ
て
積
極
的
に
活
動
を
続
け
、
今
後
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
み
て
ぃ
え
」

も
設
立
さ
れ
る
。Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
き
っ
か

け
と
な
り
関
係
が
続
く
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
皆
様
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の

で
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
卒
業
式
で
は
、
岩
田
学
長
よ
り
参
加
し
た
受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
、
卒
業
証
書
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
バ
ッ
チ
の
授

与
が
行
わ
れ
、
４
人
が
皆
勤
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
ま
た
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
は
あ
る
が
、
記
念
講
演

も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
留
寿
都
村
村
長
の
佐

藤
ひ
さ
子
氏
が
講
師
と
し
て
「
女
性
で
あ
る

こ
と
の
チ
ャ
ン
ス
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
題
し
、

留
寿
都
村
で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
や
、
自

身
の
経
験
、
農
業
女
性
の
活
躍
例
な
ど
を
挙

げ
、
今
は
女
性
が
活
動
し
や
す
い
環
境
で
あ

り
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
活
か
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
や
、自
分
な
り
の「
幸
せ
」を
探
し
、

大
切
に
す
る
こ
と
で
自
分
と
い
う
存
在
を
自

ら
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」

１
期
生
　 

卒
業
式
・
記
念
講
演

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」

１
期
生
　 

卒
業
式
・
記
念
講
演

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」

１
期
生
　 

卒
業
式
・
記
念
講
演

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」

１
期
生
　 

卒
業
式
・
記
念
講
演

　
３
月
７
日
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
み
て
ぃ
え
」
の
発
足
に
伴

い
、
営
農
セ
ン
タ
ー
で
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ

え
」
を
卒
業
し
た
25
名
が
参
加
し
、
住
み
良
い
温
も
り
の
あ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
ふ
れ
あ
い
・
助
け
あ
い
を
基
本
と
し
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
会
員
の
中
か
ら
４
名
の
役
員
が
選
出
さ
れ
、
副
会
長
に
就
任

し
た
神
尾
綾
子
氏
は
、「
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
下
、
良
い
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
た
。

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
み
て
ぃ
え
」を
設
立

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
み
て
ぃ
え
」を
設
立

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
み
て
ぃ
え
」を
設
立

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
み
て
ぃ
え
」を
設
立

「ボランティアグループあみてぃえ」役員一覧

役　職

会　長

副会長

会　計

監　事

氏　　　　　名

田畑　陽美

神尾　綾子

横川　優子

藤原　美奈

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

（ⓒよい食P）
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深
川
中
学
校
２
年
生
へ
向
け
た
職
業
講
話
と
し
て
２
月
22
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
職
員

が
学
校
へ
出
向
き
、
授
業
を
実
施
し
た
。

　
授
業
で
は
、
各
部
署
の
紹
介
を
交
え
て
当

Ｊ
Ａ
の
業
務
内
容
を
説
明
し
、
組
合
員
に
求

め
ら
れ
る
職
員
像
や
仕
事
で
意
識
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
生
徒
か
ら
「
な
な
つ
ぼ
し
、
ふ
っ
く

り
ん
こ
、ゆ
め
ぴ
り
か
の
中
で「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
高
い
の
は
な
ぜ
か
」
や
「
コ
ロ
ナ
禍
で
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
」、「
な
ぜ
Ｊ

Ａ
に
入
組
し
た
の
か
」
な
ど
様
々
な
質
問
を

事
前
に
頂
き
回
答
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
生
徒
か
ら
「
今
日
お
聞
き
し
た
こ

と
を
進
路
選
択
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
。

　
後
日
、
出
前
授
業
に
対
し
て
お
礼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
Ｊ
Ａ
に
届
け
ら
れ
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
米

の
形
を
し
た
紙
に
職
業
講
話
に
つ
い
て
の
感

想
な
ど
を
書
き
模
造
紙
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。

　
届
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
営
農
セ
ン

タ
ー
第
２
応
接
室
の
壁
に
掲
示
し
て
い
る
。

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

深
川
中
学
校
の
生
徒
に

出
前
授
業

深
川
中
学
校
の
生
徒
に

出
前
授
業

深
川
中
学
校
の
生
徒
に

出
前
授
業

深
川
中
学
校
の
生
徒
に

出
前
授
業

「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
で

「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
で

パ
ラ
レ
ル
ノ
ー
カ
ー
特
集

パ
ラ
レ
ル
ノ
ー
カ
ー
特
集

　
毎
週
土
曜
日
に
放
送
さ
れ
て
い
る
「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
北

海
道
放
送
）
で
当
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む
「
パ
ラ
レ
ル
ノ
ー
カ
ー
」
に
つ
い
て
取
材
が
行

わ
れ
た
。

　「
パ
ラ
レ
ル
ノ
ー
カ
ー
」
と
は
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
新
し
い
働
き
方
で
、
空
き
時

間
を
利
用
し
て
会
社
員
や
主
婦
、
学
生
等
が
半
日
や
一
日
単
位
で
農
業
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
人
手
が
不
足
し
て
い
る
生
産
者
の
方
へ
農

作
業
を
支
援
す
る
職
員
も
増
え
て
い
る
。

　
３
月
24
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
営
農
セ
ン
タ
ー
と
深
川
市
一
已
地
区 

山
田
剛
氏
の
圃
場
で
、

昨
年
購
入
し
た
育
苗
土
を
専
用
機
械
を
通
し
て
土
を
細
か
く
す
る
「
泥
通
し
」
作
業

の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
実
際
に
パ
ラ
レ
ル
ノ
ー
カ
ー
と
し
て
農
作
業
を
行
っ

た
職
員
や
、「
ｄ
ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
農
業
で
働
き
た
い
人

を
募
集
し
て
い
る
山
田
氏
が
出
演
し
、
農
業
の
魅
力
や
パ
ラ
レ
ル
ノ
ー
カ
ー
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
「
ゆ
め
ぴ
り
か
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
１
」
に
お
い
て
当
Ｊ
Ａ
が
最
高
金
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
を
受
け
、
森
崎
リ
ー
ダ
ー

と
森
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
に
炊
き
立
て
の
「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
い
た
だ

き
、
お
米
の
美
味
し
さ
に
も
触
れ
て
い
た
だ

い
た
。

　
尚
、
今
回
の
撮
影
に
つ
い
て
は
、
４
月
16

日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
放
送
さ
れ
る
予
定
。
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　3月24日、北竜ひまわりライス生産組合（北清直人組合長）

が第18回通常総会を開催した。本年は、まん延防止措置の延

長を受け、急遽書面による決議とした。

　議事では、令和3年度の事業経過報告及び収支決算報告など

が原案通りに承認された。また、タンパク値を基準に採点して

いる、ひまわりライス共励会の結果も公表された。

　近年は環境保全等の観点からきめ細かな対応が求められる時

代となっており、北竜町には、高台、平場、沢沿いと様々な生

育環境があることから、使用農薬を揃えることは難しいが、当

組合では安心・安全なお米を消費者に提供していくことで信頼

を得てきたため、これからも試験等を行い組合員一丸となって

課題に取り組むことが確認された。

【北竜支所　尾崎】

北竜支所

新 風新 風
農家後継者氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

☆
目
指
す
農
業

北
村
　
勇
気
　
さ
ん

32
歳

令
和
１
年
４
月

深
川
支
所
　
一
已
地
区

経
営
主
　
北
村 
　
薫
　
さ
ん

　10
・
８  ha
（
水
稲
、
小
麦
、
大
豆
、
花
き
）

き
た
む
ら

ゆ
う
き

　
就
農
す
る
前
は
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
で
約
８
年
間
働
い
て

い
ま
し
た
。
実
家
の
農
作
業
が
忙
し
い
時
期
は
、
休
暇
を

い
た
だ
き
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
農
業
が
や
り

た
い
と
思
い
就
農
し
ま
し
た
。

　
農
業
は
大
変
な
作
業
が
多
い
で
す
が
、
良
い
農
作
物
を

生
産
す
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
約
８
年
間
の
う
ち
に
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、
今

後
は
生
産
者
と
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＜共励会表彰　受賞生産者＞
○うるち米

【個人部門】

最優秀賞　　米田　健一　（岩村営農組合）

優 秀 賞　　川田　啓一　（碧水営農組合）

優 秀 賞　　高石　和彦　（和営農組合）

優 秀 賞　　阿部　文男　（美葉牛営農組合）

優 秀 賞　　伊藤　守恭　（美葉牛営農組合）

優 秀 賞　　平林　和美　（美葉牛営農組合）

優 秀 賞　　中村　広治　（美葉牛営農組合）

優 秀 賞　　永井　稔　　（美葉牛営農組合）

【営農組合部門】

最優秀賞　　美葉牛営農組合

優 秀 賞　　岩村営農組合

優 秀 賞　　和営農組合

〇もち米

【個人部門】

最優秀賞　　藤井　啓二　　（西川営農組合）

優 秀 賞　　澤田　正人　　（西川営農組合）

優 秀 賞　   ㈱藤井ファーム（西川営農組合）

北竜ひまわりライス
生 産 組 合
北竜ひまわりライス
生 産 組 合
北竜ひまわりライス
生 産 組 合
北竜ひまわりライス
生 産 組 合 第18回通常総会第18回通常総会第18回通常総会第18回通常総会
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　令和 4年 4月 1日より、これまで北光町にあった JA本所機能を、『メム 10号線

山 3線（旧営農センター）』へ移転し、本所機能を集約しました。
　これにより、組合員の営農相談・技術相談・経営相談などのトータルサポートを
新本所でワンストップ対応いたします。
　一部の部署で電話番号が変更になっていますのでご注意ください。

部署名 電話番号 FAX番号
監 　 査 　 室 0164(22)6600 0164(22)8611

総 　 務 　 部 総務経理課
人　事　課 0164(22)6600 0164(22)8611

金 融 共 済 部 貯金課・融資課 0164(34)7150 0164(34)7152渉外課・共済課 0164(34)7151

農 業 振 興 部 振　興　課
営農企画課 0164(26)0134 0164(22)1228

販 　 売 　 部
米　穀　課
農　産　課
畜　産　課

0164(26)0132 0164(22)1242

経 　 済 　 部
資　材　課
資材推進課 0164(26)0124 0164(22)5566
燃　料　課 0164(22)3450

深 川 支 所 営　農　課
深川米穀施設課 0164(26)0137 0164(22)1228

ＪＡ本所機能を集約
ワンストップサービス・トータルサポートを目指す！

◆　新本所住所　〒 074-0015　深川市深川町字メム 10号線山 3線 5850 番地
代表 TEL0164(22)6600　FAX0164(22)8611

◆新本所　配置概略図

資材店舗

経 済 部

監 査 室
総 務 部

深
川
支
所

農業振興部

常勤役員

販
売
部

畜
産
課

販
売
部

米
穀
課

販
売
部

農
産
課 金融共済部

正面入口
資材店舗入口 金融共済部入口
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監　　事　　会

常　務　大久保浩隆
（金融共済担当常務）

常　務　中野　隆之

組合長　柏木　孝文

専　務　岩田　清正

企 画 会 議
代表監事　赤川　光男

常勤監事　近藤　英人
（総務営農経済担当常務）

総　　代　　会
理　　事　　会

監

　査

　室

金
融
共
済
部

●
部
長

　井
上

　正
恵

○
次
長

　伊
藤

　
　強

 

　△
佐
藤
美
代
子

 

　◇
薄
木

　康
弘

　
　

　〇
太
田

　久
志

　△
白
井

　恵
子

　△
山
田

　雄
樹

　△
谷
内

　健
二

　△
梅
村

　大
輔

　△
一
戸

　栄
治

　
　山
田

　睦
未

　
　玉
置

　将
督

　
　上
埜

　祐
輝

　
　千
石

　倖
輔

　※
川
元

　朝
日

貯

　金

　課

☆
課
長

　伊
藤

　
　強

融

　資

　課

◇
課
長

　佐
々
木
正
博

渉

　外

　課

◇
課
長

　山
田

　慈
章

　△
江
郷

　逸
人

　
　大
塚

　千
尋

　■
藤
井

　泰
代

共

　済

　課

○
課
長

　若
林

　浩
勝

各 支 所 長

金
融
共
済

音
江
支
所

金
融
共
済

深
川
支
所

金
融
共
済

納
内
支
所

金
融
共
済

納
内
支
所

金
融
共
済

多
度
志
支
所

金
融
共
済

北
竜
支
所

金
融
共
済

幌
加
内
支
所

金
融
共
済
課

◇
課
長

　前
田
み
ゆ
き

金
融
共
済
課

○
課
長

　小
野
寺
修
一

金
融
共
済

イ
チ
ヤ
ン
本
所

金
融
共
済
課

☆
課
長

　伊
藤

　
　強

金
融
共
済
課

○
課
長

　盛
本

　隆
一

金
融
共
済
課

◇
課
長

　平
山

　直
樹

金
融
共
済
課

◇
課
長

　長
谷
川
正
治

金
融
共
済
課

◇
課
長

　松
井

　修
司

金
融
共
済
課

○
課
長

　本
田

　幸
永

　
　高
野
あ
ゆ
み

　
　佐
々
由
衣
子

　
　田
中

　里
枝

　△
佐
藤
美
代
子

　△
髙
桑

　
　慈

　△
谷
藤

　葉
子

　
　蓑
口

　悦
子

　
　岡
部
慎
一
郎

　
　山
田
未
来
彩

　
　阪
井

　知
世

　
　平
原

　和
泉

　
　古
川

　そ
ら

　■
石
田

　夕
美

　◇
伊
藤

　信
一

　△
上
田

　由
香

　△
木
島

　弘
美

　
　浅
沼

　清
枝

　
　山
田

　千
尋

　△
飯
沼
美
智
子

　
　青
栁
ま
り
子

　
　柴
垣
由
香
利

　△
佐
々
木
美
香

　
　植
田

　
　愛

　■
近
藤
紀
代
子

　△
大
久
保
佐
代
未

　△
森
島

　美
希

　
　澤
田
美
加
子

　
　青
山

　慶
生

　
　中
村

　
　元

　
　辻

　
　彩
瞳

　〇
小
笠
原

　清

　△
三
上

　妙
子

　△
古
木

　亮
裕

　
　永
満

　陽
子

　
　鮫
澤
由
香
里

　
　北
島

　亜
美

　◇
大
島

　幸
男

　△
滝
谷

　佳
子

　
　高
橋

　麻
美

　
　齋
藤

　悠
介

●
室
長

　竹
原

　優
晴

総

　務

　部

●
部
長

　鈴
木

　親
良

●
審
査
役

　遠
藤

　康
博

総
務
経
理
課

○
課
長

　佐
藤

　義
幸

融
資
審
査
課

☆
課
長

　川
本

　知
弘

　☆
薄
木

　康
弘

人

　事

　課

◇
課
長

　川
本

　知
弘

　◇
墓
田
真
知
子

　
　儀
同

　志
保

　■
中
川

　幹
枝

　△
平
山

　幸
子

　
　麻
生

　浩
伸

　
　小
石
川

　正
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217

85

147
36 15
183

70
51
268

　△
森
島

　直
樹

　△
小
松

　
　努

　△
高
桑

　陵
子

　
　白
川

　
　航

　
　石
野

　泰
誠

　
　佐
藤

　舞
依

　
　小
島
梨
里
花

農
業
振
興
部

●
部
長

　佐
藤

　一久

販

　売

　部

●
部
長

　後
藤

　圭
一

考
査
役

　島
倉

　恵
一

考
査
役

　工
藤

　隆
俊

青

　果

　部

●
部
長

　宇
野

　誠
一

経

　済

　部

●
部
長

　松
山
登
志
生

振

　興

　課

○
課
長

　廣
田

　
　淳

営
農
企
画
課

○
課
長

　松
本

　定
幸

米

　穀

　課

◇
課
長

　高
木

　真
樹

農

　産

　課

○
課
長

　秋
山

　眞
輝

青

　果

　課

○
課
長

　河
原

　秀
昌

資

　材

　課

○
課
長

　高
橋

　直
行

◇
課
長

　加
賀
美
政
俊

○
課
長

　武
田

　裕
二

◇
課
長

　前
野

　尚
弘

資
材
推
進
課

◇
課
長

　越
智

　順
哉

燃

　料

　課

◇
課
長

　丸
岡

　章
一

　△
菅
井

　智
乙

　△
伊
藤
あ
ゆ
み

　△
三
浦

　智
子

　△
中
原

　
　淳

　
　松
原

　幸
恵

　
　松
田

　和
弥

　
　鈴
木

　友
也

　■
大
路

　範
一

　■
秋
場

　美
雪

　□
宮
脇

　正
博

　■
滝
谷

　智
雄

　■
吉
田

　智
哉

　△
村
山

　愉
香

　△
蓑
口

　達
矢

　△
佐
野

　雄
平

　
　辻

　
　聖
也

　
　渡
部

　翔
也

　※
和
田

　蒼
士

　■
北
村

　将
吾

　△
山
﨑
江
利
子

　△
土
永

　美
幸

　△
武
田

　恵
理

　△
中
村

　哲
也

　
　白
川

　敬
哲

　
　明
月

　楓
花

　
　小
野
寺
萌
香

　※
藤
井
壽
太
郎

　■
谷
口

　
　満

　△
堀

　
　了
予

　△
楠
木

　貴
博

　△
浅
沼

　昭
博

　△
川
本

　雄
太

　
　荒
川

　美
和

　
　谷
内
た
つ
枝

　
　柏
倉

　隆
芳

　
　植
田

　隼
斗

　
　稲
田

　集
哉

　
　堀
口

　敦
暉

　
　藤
川

　憂
也

　※
横
瀬

　路
偉

　■
斉
藤

　利
満

　■
相
原

　明
治

　　△
遠
藤

　茂
夫

　△
田
中

　嘉
浩

　
　中
村

　敦
洋

　
　畠
山
倫
太
朗

　☆
前
野

　尚
弘

　☆
田
中

　大
治

　☆
阿
部

　龍
弥

　△
須
見

　隆
広

　■
鈴
木

　育
代

音
江
給
油
所

△
▼
田
湯

　幹
也

　
　中
川
さ
ゆ
り

　■
玉
手

　
　栄

　■
門
脇

　
　満

　■
田
中

　大
暉

深
川
給
油
所

　▼
清
水
真
智
子

　
　伊
藤

　真
紀

　■
大
井

　直
幸

　■
古
川

　満
之

　■
竹
内

　
　啓

イ
チ
ヤ
ン
給
油
所

△
▼
阿
部

　孝
司

　
　橋
本
明
日
希

　■
打
譯

　將
樹

　■
輕
部

　
　心

　■
柏
木

　
　勝

　■
長
澤

　佑
哉

納
内
給
油
所

　▼
竹
田

　
　浩

　
　三
田

　
　翼

　
　清
水

　孝
輝

　

（令和４年4月1日）

各 支 所 長

雨
竜
資
材
課

　△
中
川

　留
美

　△
田
中

　大
治

　
　小
田
嶋
祐
冴

北
竜
資
材
課

　
　鹿
島

　友
美

　
　阿
部

　龍
弥

　
　長
内

　大
貴

幌
加
内
資
材
課

　
　宮
田

　大
輔

　■
清
原

　桂
子

　■
渋
梨
子
香
里

各 支 所 長

JAきたそらち機構図JAきたそらち機構図

畜

　産

　課

○
課
長

　畑
中

　聖
人

　△
中
野

　智
晴

　
　小
野

　裕
之

　
　山
崎

　
　栞

　
　松
原

　健
太

　※
大
岡

　由
貴

　■
横
山

　輝
好

正 職 員
準 職 員

計

●　審 査 役◆　参 事 役
○　考 査 役 ◎　課長補佐
◇　調 査 役 ▼　所長・工場長
△　主　　査 ※ 新 採 用

☆　兼　　務

■　嘱託職員
□　無期職員
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各 支 所 長

イ
チ
ヤ
ン
整
備
工
場

音
江
整
備
工
場

北
竜
整
備
工
場

多
度
志
自
動
車
整
備
工
場

雨
竜
自
動
車
整
備
工
場

幌
加
内
農
機
自
動
車
整
備
工
場

△
▼
齊
藤

　
　剛

　△
川
本

　達
也

　△
東

　
　貴
宏

　△
浅
野

　和
弘

　
　青
木

　
　健

　
　池
田

　琢
也

　
　福
田

　卓
真

　■
高
橋

　義
一

　■
前
鼻

　輝
義

◇
▼
松
本

　好
人

　■
藤
本
扶
美
子

　■
池
田

　浩
平

◇
▼
嘉
屋

　昌
直

　
　青
木

　将
史

　■
西
村

　理
江

△
▼
宮
田

　光
利

　
　齊
藤

　
　徹

深
川
支
所

●
支
所
長

　篠
永

　雄
一

雨
竜
支
所

●
支
所
長

　松
坂

　修
一

北
竜
支
所

●
支
所
長

　鷲
尾

　公
敏

幌
加
内
支
所

●
支
所
長

　小
野
寺
栄
治

営

　農

　課

○
課
長

　川
田

　博
行

営

　農

　課

◇
課
長

　荒
田

　勇
次

営

　農

　課

◇
課
長

　前
田
真
作
之

　△
米
倉

　
　亮

　△
伊
藤

　勝
成

　
　藤
本

　
　篤

　
　佐
野
芙
弥
子

　※
佐
藤

　恭
丞

　■
志
部
谷
勇
治

　■
木
村
ゆ
か
り

　■
八
木
橋

　涼

　◇
渡
辺

　拓
也

　△
三
宅

　
　創

　
　内
村

　奈
緒

　
　山
田

　雅
典

　
　尾
崎

　
　壮

　■
星
野

　忠
雄

　■
長
谷
川
朋
子

　○
小
野

　
　斉

　△
墓
田

　準
也

　△
岩
本
貴
誉
恵

　
　嶺
岸

　智
也

　■
下
津

　竜
次

　■
北
村

　政
子

車
両
機
械
課

○
課
長

　大
橋

　誠
矢

　　
　大
西

　崇
之

　
　松
本

　未
来

　■
森

　
　智
恵

北
竜
給
油
所

　▼
松
本

　成
悟

　
　西
河

　康
浩

　■
板
垣

　宣
治

　■
鷲
尾
美
保
子

　■
明
月

　秀
樹

幌
加
内
給
油
所

　▼
前
田

　義
則

　
　林

　
　圭
二

　■
中
山

　一
雄

　○
渡
辺

　康
貴

　◇
上
月

　
　洋

　△
正
田

　佳
子

　△
吉
田

　拓
哉

　△
齋
藤

　直
寛

　
　荒
井

　悠
志

　
　松
本

　大
輝

　
　藤
井

　静
代

　
　堀
口
知
江
美

　
　戸
嶋

　凌
太

　※
畠
中

　将
希

　

　
　小
島

　和
也

　
　板
見

　秀
二

　■
吉
田
修
二
郎

　■
霜
山

　和
敏

　■
三
村

　佳
久

営

　農

　課

○
課
長

　斉
藤

　
　基

深
川
米
穀
施
設
課

○
課
長

　岡
林

　良
幸

北
空
知
広
域
農
協
連

幌
加
内
土
地
改
良
区

■
川
崎

　光
夫

◇
立
花

　政
志（
課
長
待
遇
）

◇
中
川

　大
樹

　冨
田

　貴
浩

（
課
長
待
遇
）

（
課
長
待
遇
）

多
度
志
給
油
所

　▼
中
村

　
　勇

　
　田
口

　克
海

　■
毛
利

　陽
紀

●　審 査 役◆　参 事 役
○　考 査 役 ◎　課長補佐
◇　調 査 役 ▼　所長・工場長
△　主　　査 ※ 新 採 用

☆　兼　　務

■　嘱託職員
□　無期職員
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大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした

長い間大変お疲れ様でした長い間大変お疲れ様でした長い間大変お疲れ様でした退　職　者退　職　者退　職　者
（令和４年3月31日付）

雨竜支所
池田　光宏

青果部
帰来　努

青果部　青果課
三品　正則

青果部付北空知広域農協連出向
広瀬　努

　帰来努さんは旧雨竜町農協に奉職以来41年、池田光宏さんは旧雨竜町農協に奉職以来34年、三品正
則さんは旧音江町農協に奉職以来40年、広瀬努さんは旧イチヤン農協に奉職以来39年、高瀬伸一さん
は旧イチヤン農協に奉職以来40年、清原桂子さんは旧幌加内町農協に奉職以来40年ご勤務いただきま
した。長い間大変お疲れ様でした。
　なお、清原さんは経済部 幌加内資材課にて、再雇用となります。

組合員の動き
（令和4年２月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,289
95

5,593
274
917

当月末
5
0
3
0
4

脱退
1
0
3
0
0

加入
1,293
95

5,593
274
921

当期首

経済部 幌加内資材課
清原　桂子

金融共済納内支所
高瀬　伸一

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和４年2月実績

計画対比

前年対比

33,812kWh 発電電力

○累計（R３.12～R４.２）

66,597kWh
＋22,883kWh

＋9,878kWh

計画対比

前年対比

＋35,100kWh

＋21,420kWh

（令和４年３月31日付）

◆北竜支所 営農課

◆総務部 総務経理課

◆販売部 畜産課

高栄　政輝

古川　和也

葛西　鉱哉
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
年齢 自分 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

妻 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55
子 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
父 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88
母 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86

子中学入学 子高校入学 子大学進学 子就職
父母農作業引退 学費・生活費　1,000万

水稲25町 法人化 従業員通年雇用 外国人実習生受入 後継者検討開始
派遣活用 トラクター更新 面積拡大→30町 納屋新築 コンバイン更新 トラクター更新
販路開拓 商品開発 ネット販売開始 輸出開始 面積拡大→50町へ

年後

家族

事業

　
温
暖
化
に
よ
る
気
象
の
変

化
や
、
全
く
想
定
で
き
な
か
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
、
今
後
の
農
業

経
営
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
改
定
等
、
農
業
経
営

を
取
り
巻
く
環
境
は
常
に
変

化
を
し
て
い
ま
す
。
個
人
の

力
で
は
そ
の
変
化
の
流
れ
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化

に
対
し
、
私
達
は
何
に
取
り

組
む
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

　
環
境
の
変
化
を
捉
え
、
そ

れ
に
適
応
し
つ
つ
、
長
期
的

な
目
標
を
基
に
ど
の
様
な
経

営
を
し
て
い
く
の
か
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
富
士
山
頂
ま
で

登
山
を
す
る
人
は
、
富
士
山

に
登
る
と
い
う
目
標
を
立
て
、

そ
の
実
現
の
為
に
計
画
と
行

動
を
し
た
か
ら
山
の
頂
に
立

て
る
訳
で
、
散
歩
中
に
た
ま

た
ま
富
士
山
の
頂
に
立
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
営
も
同
じ
よ
う
に
、
目
標

を
も
っ
て
そ
の
達
成
の
た
め

に
計
画
と
行
動
を
す
る
こ
と

で
、
大
き
な
成
果
へ
つ
な
が

り
ま
す
。

　
長
期
的
な
目
標
を
設
定
す

る
為
に
お
勧
め
な
の
が
、
こ

れ
か
ら
の
15
年
間
で
自
分
と

家
族
が
何
歳
に
な
る
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
節
目
で
家
族
に
起

こ
る
こ
と
、
い
つ
ど
の
様
に

事
業
を
展
開
す
る
か
を
一
覧

に
し
て
見
る
こ
と
で
す
。

　
農
業
の
よ
う
な
比
較
的
小

規
模
な
経
営
体
で
は
、
経
営

者
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
経
営

戦
略
は
密
接
な
関
係
を
持
っ

て
い
ま
す
。
仮
に
、
今
４
５

歳
の
人
は
１
５
年
後
に
６
０

歳
に
な
り
ま
す
。
長
い
よ
う

で
す
が
、
表
に
し
て
見
る
と

以
外
に
短
い
と
思
わ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
の
将
来
の
計
画
を
立

て
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
向
こ

う
15
年
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と

経
営
戦
略
が
描
け
ま
す
。

　
次
に
経
営
課
題
を
洗
い
出

し
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
課
題
と
い
っ
て
も
、
難
易

度
・
解
決
し
た
場
合
の
効
果

な
ど
様
々
で
す
。

　
ま
ず
、
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
確
実
に
、
迅
速
に
取
り
組

む
事
が
大
切
で
す
。

　
経
営
改
善
と
い
う
と
、
経

費
削
減
に
目
が
行
き
が
ち
で

す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
業
務
改
善
を
通
じ
て
経

費
削
減
と
時
間
の
創
出
が
な

さ
れ
、
結
果
、
経
営
の
改
善

に
繋
が
る
の
で
す
。
数
値
目

標
に
囚
わ
れ
過
ぎ
る
と
経
費

を
削
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ

て
し
ま
い
、
良
い
結
果
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
日
常
の
小
さ
な
改
善
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
大
き
な
成

果
に
結
び
つ
き
ま
す
。
小
さ

な
事
で
も
思
い
つ
く
ま
ま
書

き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、①
物
を
探
す
時
間

が
多
い
な
ら
、
置
き
場
所
を

決
め
、
使
用
後
そ
こ
へ
戻
す
。

②
パ
ー
ト
の
指
導
に
時
間
が

掛
か
る
な
ら
、
作
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
る
。③
機
械
の
故
障

が
多
い
な
ら
、
使
用
後
の
洗

浄
・
点
検
を
徹
底
す
る
。④
労

働
力
不
足
解
消
の
た
め
法
人

化
を
検
討
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
難
易
度
・

効
果
・
課
題
に
対
す
る
対
処
・

期
限
・
担
当
を
改
善
シ
ー
ト

に
ま
と
め
ま
す
。

　
課
題
に
対
す
る
対
処
は
、

「
頑
張
る
・
注
意
す
る
」
で
は

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第8回第8回

経
営
改
善
の
手
法
に
つ
い
て

経
営
課
題
の
洗
出
し

と
ラ
ン
ク
付
け

目
標
の
重
要
性

目
標
の
見
え
る
化

な
く
具
体
的
な
行
動
と
し
、

実
行
者
を
決
め
、
期
限
を
設

け
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
経
営
改
善
シ
ー
ト
に
基
づ

い
て
改
善
を
実
施
し
ま
す
。

　
課
題
に
気
付
い
て
も
行
動

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
何
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
業
績
の
良
い
中
小
企
業
に

み
ら
れ
る
共
通
点
は
、
正
式

に
株
主
総
会
を
開
催
す
る
会

社
で
す
。
大
株
主
の
社
長
と

い
え
ど
も
、
他
の
株
主
に
対

し
事
業
の
成
果
を
発
表
す
る

の
は
相
当
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

な
の
で
し
ょ
う
。
人
の
目
が

あ
る
事
に
よ
り
、
与
え
ら
れ

た
使
命
に
対
し
責
任
を
果
た

す
と
い
う
意
識
が
強
く
な
り

ま
す
。

　
確
実
に
改
善
を
実
施
す
る

た
め
に
は
定
期
的(

月
に
一
度

は)

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

実
行
者
が
成
果
を
発
表
す
る

場
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

　
経
営
者
が
現
場
の
作
業
に

追
わ
れ
、
中
々
経
営
を
考
え

る
時
間
が
取
れ
て
い
な
い
ケ

ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
業

務
改
善
を
通
じ
、
月
に
半
日

で
も
集
中
し
て
経
営
を
考
え

る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
経
営
の
舵
取
り
が
出
来
る

の
は
経
営
者
だ
け
な
の
で
す
。
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経営改善シート
課題

難易度 効果 対処
物を探す時間多い
置き場所を決め、使った後はそこへ戻す
パートの指導に時間かかる
作業マニュアル作成、作業手法・手順の統一化
機械修理費かさむ
使用の度に洗浄・点検、納屋に確実にしまう
通年雇用による労働力確保
法人化の情報収集・検討、勉強会参加

妻

父

4 高 高 R4年12月末 自分

中 高

R4年4月末

R4年4月末

R4年5月末

2

3

低 中

高 中

対処期限 実行者NO.

1 自分

高・中・低
　
温
暖
化
に
よ
る
気
象
の
変

化
や
、
全
く
想
定
で
き
な
か
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
、
今
後
の
農
業

経
営
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
改
定
等
、
農
業
経
営

を
取
り
巻
く
環
境
は
常
に
変

化
を
し
て
い
ま
す
。
個
人
の

力
で
は
そ
の
変
化
の
流
れ
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化

に
対
し
、
私
達
は
何
に
取
り

組
む
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

　
環
境
の
変
化
を
捉
え
、
そ

れ
に
適
応
し
つ
つ
、
長
期
的

な
目
標
を
基
に
ど
の
様
な
経

営
を
し
て
い
く
の
か
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
富
士
山
頂
ま
で

登
山
を
す
る
人
は
、
富
士
山

に
登
る
と
い
う
目
標
を
立
て
、

そ
の
実
現
の
為
に
計
画
と
行

動
を
し
た
か
ら
山
の
頂
に
立

て
る
訳
で
、
散
歩
中
に
た
ま

た
ま
富
士
山
の
頂
に
立
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
営
も
同
じ
よ
う
に
、
目
標

を
も
っ
て
そ
の
達
成
の
た
め

に
計
画
と
行
動
を
す
る
こ
と

で
、
大
き
な
成
果
へ
つ
な
が

り
ま
す
。

　
長
期
的
な
目
標
を
設
定
す

る
為
に
お
勧
め
な
の
が
、
こ

れ
か
ら
の
15
年
間
で
自
分
と

家
族
が
何
歳
に
な
る
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
節
目
で
家
族
に
起

こ
る
こ
と
、
い
つ
ど
の
様
に

事
業
を
展
開
す
る
か
を
一
覧

に
し
て
見
る
こ
と
で
す
。

　
農
業
の
よ
う
な
比
較
的
小

規
模
な
経
営
体
で
は
、
経
営

者
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
経
営

戦
略
は
密
接
な
関
係
を
持
っ

て
い
ま
す
。
仮
に
、
今
４
５

歳
の
人
は
１
５
年
後
に
６
０

歳
に
な
り
ま
す
。
長
い
よ
う

で
す
が
、
表
に
し
て
見
る
と

以
外
に
短
い
と
思
わ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
の
将
来
の
計
画
を
立

て
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
向
こ

う
15
年
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と

経
営
戦
略
が
描
け
ま
す
。

　
次
に
経
営
課
題
を
洗
い
出

し
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
課
題
と
い
っ
て
も
、
難
易

度
・
解
決
し
た
場
合
の
効
果

な
ど
様
々
で
す
。

　
ま
ず
、
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
確
実
に
、
迅
速
に
取
り
組

む
事
が
大
切
で
す
。

　
経
営
改
善
と
い
う
と
、
経

費
削
減
に
目
が
行
き
が
ち
で

す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
業
務
改
善
を
通
じ
て
経

費
削
減
と
時
間
の
創
出
が
な

さ
れ
、
結
果
、
経
営
の
改
善

に
繋
が
る
の
で
す
。
数
値
目

標
に
囚
わ
れ
過
ぎ
る
と
経
費

を
削
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ

て
し
ま
い
、
良
い
結
果
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
日
常
の
小
さ
な
改
善
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
大
き
な
成

果
に
結
び
つ
き
ま
す
。
小
さ

な
事
で
も
思
い
つ
く
ま
ま
書

き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、①
物
を
探
す
時
間

が
多
い
な
ら
、
置
き
場
所
を

決
め
、
使
用
後
そ
こ
へ
戻
す
。

②
パ
ー
ト
の
指
導
に
時
間
が

掛
か
る
な
ら
、
作
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
る
。③
機
械
の
故
障

が
多
い
な
ら
、
使
用
後
の
洗

浄
・
点
検
を
徹
底
す
る
。④
労

働
力
不
足
解
消
の
た
め
法
人

化
を
検
討
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
難
易
度
・

効
果
・
課
題
に
対
す
る
対
処
・

期
限
・
担
当
を
改
善
シ
ー
ト

に
ま
と
め
ま
す
。

　
課
題
に
対
す
る
対
処
は
、

「
頑
張
る
・
注
意
す
る
」
で
は

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

な
く
具
体
的
な
行
動
と
し
、

実
行
者
を
決
め
、
期
限
を
設

け
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
経
営
改
善
シ
ー
ト
に
基
づ

い
て
改
善
を
実
施
し
ま
す
。

　
課
題
に
気
付
い
て
も
行
動

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
何
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
業
績
の
良
い
中
小
企
業
に

み
ら
れ
る
共
通
点
は
、
正
式

に
株
主
総
会
を
開
催
す
る
会

社
で
す
。
大
株
主
の
社
長
と

い
え
ど
も
、
他
の
株
主
に
対

し
事
業
の
成
果
を
発
表
す
る

の
は
相
当
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

な
の
で
し
ょ
う
。
人
の
目
が

あ
る
事
に
よ
り
、
与
え
ら
れ

た
使
命
に
対
し
責
任
を
果
た

す
と
い
う
意
識
が
強
く
な
り

ま
す
。

　
確
実
に
改
善
を
実
施
す
る

た
め
に
は
定
期
的(

月
に
一
度

は)

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

改
善
の
実
行

実
行
者
が
成
果
を
発
表
す
る

場
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

　
経
営
者
が
現
場
の
作
業
に

追
わ
れ
、
中
々
経
営
を
考
え

る
時
間
が
取
れ
て
い
な
い
ケ

ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
業

務
改
善
を
通
じ
、
月
に
半
日

で
も
集
中
し
て
経
営
を
考
え

る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
経
営
の
舵
取
り
が
出
来
る

の
は
経
営
者
だ
け
な
の
で
す
。

経
営
を
考
え
る

時
間
を
取
る(

作
る)
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「
四
方
よ
し
の
経
営｣

を
目
指
し
て

　
組
織
づ
く
り
や
人
育
て
に
関
し
貴
Ｊ
Ａ
と
お

付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
満
３
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
う
し
て
縁
を
頂
戴
し
て
い
る
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。と
は
い
え
生
憎
、

一
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。
当
初
、
立
て

た
研
修
日
程
等
の
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
何

か
と
互
い
に
や
り
に
く
い
世
の
中
で
す
ね
。

　
そ
ん
な
中
で
迎
え
た
新
年
度
。
こ
れ
は
年
の

初
め
や
新
規
出
店
を
す
る
際
な
ど
と
同
様
に

“

気
持
ち
を
切
り
替
え
る
“…

絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
と
い
え
ま
す
。
貴
Ｊ
Ａ
で
は
こ
の
４
月
か
ら

本
所
機
能
を
営
農
セ
ン
タ
ー
に
集
約
さ
れ
る
と

の
こ
と
。
と
し
た
ら
「
こ
れ
を
機
会
と
し
て
生

か
す
こ
と｣

で
す
。
私
が
よ
く
研
修
等
で
話
題

に
す
る
一
つ
に
「
機
会
原
価｣
と
い
う
概
念
が

あ
り
ま
す
。
原
価
と
い
う
と
と
か
く
金
銭
面
で

捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
「
時
間
軸
で
考
え
て
み

る
こ
と
も
可
能
で
は
？｣

と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。「
こ
の
契
機
を
逃
し
て
は
？｣

と
か
「
今
や

ら
な
け
れ
ば
他
の
時
期
に
行
っ
て
も
意
味
が
薄

い｣

な
ど
は
日
常
的
に
も
ま
ま
あ
り
ま
す
。
原

価
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
常
に
準
備
を
怠
る

こ
と
な
く
「
こ
こ
ぞ
！｣

と
い
う
時
に
そ
れ
を

生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
企
業
や
人
と
お
付
き

合
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、“

事
が
う
ま
く
運

ぶ
か
否
か
“
は
こ
の
「
機
会
原
価
の
生
か
し
方

次
第｣

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
さ
て
話
を
元
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る

と
貴
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
今
回
の
出
来
事
を
プ
ラ

ス
材
料
と
し
て
、
文
字
通
り
「
物
心
共
に
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
き
る｣…

互
い
に
そ
う
し
た
受

け
止
め
方
を
さ
れ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
は
農
業
者
が
持
つ
純
朴
さ
な
ど

が
大
好
き
で
す
。
お
お
ら
か
で
せ
せ
こ
ま
し
く

な
い
の
に
と
て
も
魅
力
を
感
じ
た
り
も
し
ま

す
。
た
だ
残
念
な
が
ら
そ
の
裏
側
で
、
表
現
の

仕
方
な
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
や
り
取
り

で
は
雑
な
部
分
が
あ
り
「
未
だ
生
産
者
発
想
か

ら
抜
け
き
っ
て
い
な
い
な｣

と
感
じ
る
こ
と
が

ま
ま
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
訳
で
担
い
手
セ
ミ

ナ
ー
や
、Ｊ
Ａ
で
の
青
年
部
研
修
な
ど
で
招
か

れ
た
時
に
は
、
必
ず
こ
れ
に
関
す
る
話
題
を
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
で
も
こ
れ
は
も
し

か
す
る
と
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
何
故
な
ら
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
一
般
企
業

の
よ
う
に
新
入
社
員
研
修
な
ど
と
し
て
マ
ナ
ー

な
ど
を
学
ぶ
機
会
が
な
い
か
ら
で
す
。
な
ら
ば

「
総
合
サ
ー
ビ
ス
産
業｣

と
い
わ
れ
る
Ｊ
Ａ
職
員

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
も
残
念
な
が
ら
そ

れ
に
似
た
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
時

に
は
「
こ
れ
が
サ
ー
ビ
ス
業
な
の
？｣

と
疑
い

た
く
な
る
場
面
も
し
ば
し
ば
。
私
は
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
の
基
本
と
し
て
「
挨
拶｣

と
「
笑
顔｣

は
外
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

と
比
べ
る
と
、
総
体
的
に
各
Ｊ
Ａ
の
そ
れ
は
遅

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
こ

れ
を
少
し
改
善
す
る
だ
け
で
「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら

ち
は
他
の
Ｊ
Ａ
と
違
う｣

と
一
目
お
か
れ
る
存

在
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な

み
に
私
は
こ
の
20
年
余
り
、「
サ
ー
ビ
ス・ケ
ア
・

ア
テ
ン
ダ
ン
ト｣
と
い
う
、
あ
る
民
間
資
格
の

試
験
委
員
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
あ
ら

ゆ
る
お
客
様
に
優
し
い
接
客
を
目
指
し
て｣

を

基
本
に
据
え
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス｣

に
つ
い
て
学
ぶ
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
金
融

機
関
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
そ
の
資
格
付
与
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
か
？｣

と
い
う
と
、
こ
れ
か
ら
益
々
進

む
高
齢
社
会
を
受
け
、
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う

加
齢
に
よ
る
目
や
耳
な
ど
障
が
い
を
持
つ
お
客

様
と
の
接
し
方
や
、
認
知
症
の
方
と
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
と
る
か｣

な
ど
に
つ
い

て
、「
配
慮
・
気
づ
き
・
気
配
り｣

を
基
本
に
体

験
を
通
し
て
学
ぶ
の
で
す
。
こ
こ
で
そ
の
受
講

企
業
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
実
は
皆
さ
ん
の
身
近
に
も
そ
う
し
た
企
業

が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
お
き
ま
す
。
そ
れ

と
比
較
し
て
Ｊ
Ａ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
ど
う

欲
目
で
み
て
も
進
ん
で
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
。
と
り
わ
け
わ
が
業
界
で
は
高
齢
化
が
こ
れ

だ
け
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
で
す
。
で
も
幸
い
な
こ
と
に
こ
の
４
月
か
ら

貴
Ｊ
Ａ
で
は
身
を
お
く
環
境
が
変
わ
る
の
で

す
。
な
ら
ば
「
心
機
一
転｣…

こ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
捉
え
、
そ
の
改
善
に
全
部
署
あ
げ
て

取
り
組
む
こ
と
。
そ
の
為
に
は
今
す
ぐ
に
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
「
Ｌ
ｅ

ｔ
’ｓ 

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
作
戦｣

を
組
織
と
し
て
展

開
す
る
と
か
、「
私
達
は
挨
拶
一
番
に
徹
し
ま

す｣

と
全
職
員
が
ワ
ッ
ペ
ン
を
胸
に
貼
る
な
ど

し
て
、
互
い
に
自
ら
の
覚
悟
と
本
気
度
を
見
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
を
取

り
巻
く
環
境
は
非
常
に
不
透
明
で
、
ま
た
最
近

は
正
組
合
員
の
減
少
の
一
方
で
、
准
組
合
員
の

比
率
が
増
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
メ
ス

を
入
れ
な
い
と
し
た
ら
、
ク
レ
ー
ム
に
繋
が
っ

た
り
利
用
者
増
は
難
し
い
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
「
利
は
余
沢(

よ
た
く)

三
方
よ
し｣

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
こ
れ
は
近
江
商
人
の
家
訓
の
一
つ

で
、「
三
方｣

と
は「
売
り
手
よ
し・買
い
手
よ
し
・

世
間
よ
し｣

の
こ
と
を
い
い
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

の
掲
げ
る
経
営
理
念
と
も
重
な
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
私
は
そ
の
上
に
も
う
一
つ
、「
働
き
手

よ
し｣

を
加
え
「
四
方
よ
し
の
経
営｣

を
新
年
度

を
迎
え
る
に
あ
た
り
提
言
し
た
い
と
思
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
は
も
と
よ
り
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
事

業
場
に
お
い
て
も
。
そ
う
し
た
「
感
謝
の
心
が

響
き
あ
う｣…

そ
ん
な
組
織
風
土
を
目
指
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
環
境
の
創
り
手
は

他
で
も
な
い…

組
合
員
の
皆
さ
ん
も
含
め
、
私

達
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役
な
の
で
す
。

「
四
方
よ
し
の
経
営｣

を
目
指
し
て

　
私
に
と
り
今
回
は
令
和
４
年
を
迎
え
初

め
て
の
寄
稿
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は

“

新
た
な
年
明
け
“
を
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
新
年
の
迎

え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
わ
が

家
の
定
番
は
「
三
が
日
に
お
け
る
駅
伝
の

テ
レ
ビ
観
賞
か
ら｣

と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
ス
タ
ー
ト
は
年
が

明
け
て
間
も
な
く
号
砲
が
な
る
、
元
旦
に

お
け
る
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
。
今
年

は
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
的
な
存
在
で
あ
っ
た
ホ

ン
ダ
が
見
事
な
逆
転
で
優
勝
を
手
に
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
続
く
２
日
と
３
日
の
両
日

は
、
98
回
と
長
く
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝(

略
称
箱

根
駅
伝)

で
す
。
今
回
、
記
録
づ
く
め
の

好
成
績
で
優
勝
を
飾
っ
た
の
が
本
命
と
目

さ
れ
て
き
た
青
山
学
院
大
学
で
し
た
。
ち

な
み
に
駅
伝
と
ひ
と
口
に
い
っ
て
も
人
に

よ
り
そ
の
楽
し
み
方
や
感
動
を
得
る
の
は

様
々
で
す
。
私
の
場
合
、
そ
の
一
つ
が
箱

根
駅
伝
で
母
校
の
襷
を
懸
命
に
繋
ぎ
活
躍

し
て
き
た
学
生
諸
君
が
卒
業
を
し
、
長
距

離
走
の
能
力
が
買
わ
れ
企
業
に
就
職
。
そ

う
し
て
前
者
の
実
業
団
駅
伝
で
の
活
躍
を

目
の
当
た
り
し
、
そ
の
成
長
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
た
り
も
し
て
。で
も
私
は
か
つ
て
、

そ
れ
ほ
ど
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
は
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、

「
こ
ん
な
に
変
化
に
乏
し
く
、
面
白
く
な

い
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
く
も
飽
き
ず
に
長
々
と

見
て
い
る
も
の
だ｣

と
感
心
さ
え
し
て
い

た
私
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
反
し
て

妻
は
大
の
マ
ラ
ソ
ン
フ
ァ
ン
。
駅
伝
に
限

ら
ず
、
こ
う
し
た
類
い
の
も
の
が
放
映
さ

れ
る
時
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
取
ら
れ
っ
ぱ
な

し
。「
年
頭
か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
争
い
を
す

る
の
も｣

と
い
う
大
人
の
対
応
で
、
私
が

寝
室
に
閉
じ
こ
も
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
片
手

に
小
さ
な
テ
レ
ビ
画
面
で
、
大
好
き
な
お

笑
い
番
組
で
時
間
を
費
や
す
な
ど
も
し
ば

し
ば
。
そ
の
後
、
ひ
と
昔
以
上
も
前
に
な

り
ま
し
ょ
う
か
。「
何
が
そ
ん
な
に
面
白

い
の
か
、
と
に
か
く
１
度
、
付
き
合
っ
て

み
よ
う｣

と
箱
根
駅
伝
を
一
緒
に
み
て
い

た
時
で
し
た
。
勝
敗
が
ど
う
な
る
か
も
大

事
な
こ
と
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
私
が
興

味
を
そ
そ
ら
れ
た
の
は
、
そ
こ
で
展
開
さ

れ
る
人
間
模
様
で
し
た
。
こ
の
駅
伝
で
は

優
勝
争
い
を
初
め
、
明
年
の
駅
伝
の
参
加

す
る
権
利
を
獲
得
す
る
シ
ー
ド
権
争
い
な

ど
、
見
方
に
よ
り
色
々
な
視
点
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
10
時
間
あ
ま
り
の
過
程
に
お
い

て
多
く
の
心
模
様
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
私
の
場
合
、

同
じ
長
距
離
競
技
で
も
、
個
人
競
技
で
あ

る
マ
ラ
ソ
ン
と
違
い
、
団
体
戦
が
持
つ
駅

伝
の
醍
醐
味
に
す
っ
か
り
と
は
ま
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
低
体
温
症
と

な
り
な
が
ら
も
体
力
の
限
界
に
挑
戦
す
る

姿
に
感
動
し
た
り
、
あ
る
い
は
走
り
始
め

に
無
理
を
し
過
ぎ
て
途
中
で
足
が
ふ
ら
つ

き
、
そ
れ
で
も
「
何
と
か
汗
の
染
み
着
い

た
母
校
の
襷
を
繋
げ
た
い｣

と
い
う
学
生

ア
ス
リ
ー
ト
の
純
粋
な
気
持
ち
を
感
じ
身

を
乗
り
出
し
た
り
と
。
で
も
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
「
人
の
心｣

と
携
わ
っ
て
い

る
と
、
こ
う
し
た
選
手
の
他
に
、
も
う
一

つ
の
側
面
に
も
目
が
い
き
ま
す
。
そ
れ
は

選
手
を
叱
咤
激
励
し
、
何
と
か
ゴ
ー
ル
ま

で
導
こ
う
と
す
る
監
督
で
す
。
車
で
随
走

を
し
な
が
ら
「
頑
張
れ
！
１
秒
を
削
り
と

れ
！｣

と
檄
を
送
り
な
が
ら
も
、
走
者
が

ヨ
レ
ヨ
レ
に
な
り
何
度
と
な
く
ふ
ら
つ
き

止
ま
る
姿
に
「
こ
れ
以
上
走
ら
せ
る
と
今

後
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
彼
の
未
来
は

ど
う
な
る
？｣

、「
い
や
、
こ
こ
で
手
を
出

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
他
の
選

手
の
苦
労
も
水
の
泡
に
な
る
。
何
と
か
無

理
を
し
て
で
も
母
校
の
襷
を｣

な
ど
と
、

様
々
な
思
い
が
交
錯
し
思
い
悩
ん
で
い
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と
に

思
い
を
馳
せ
る
と
、
以
前
の
退
屈
だ
っ
た

時
間
が
、
興
味
あ
る
有
意
義
な
時
間
に
変

わ
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
先
述
し
た
よ
う
に
今
年
の
箱

根
駅
伝
は
多
く
の
方
の
予
想
通
り
に
青
山

学
院
大
学
が
優
勝
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の

優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
指
揮
官
で
あ

る
原
晋
監
督
の
言
葉
が
耳
に
残
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
各
選
手
が
『
自
律
』
と
い

う
青
学
メ
ソ
ッ
ド
を
実
践
し
て
く
れ
た
こ

と｣

と
。
さ
て
、
こ
の
「
自
律｣

で
す
が
、

わ
が
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
に
お
い
て
も
極
め

て
重
要
で
す
。
何
故
な
ら
全
職
員
必
携
の

理
念
カ
ー
ド
に
は
、
最
初
に
「
め
ざ
す
職

員
像｣

と
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。「
わ
た
し
た
ち
は
組
合
員
、

利
用
者
、
地
域
社
会
、
そ
し
て
、
家
族
に

『“

寄
り
添
う
“
こ
と
が
で
き
る
自
律
型

の
職
員
』
を
め
ざ
し
ま
す｣

と
。
そ
こ
で

今
回
は
と
り
わ
け
職
員
の
方
に
問
い
た

い
。
今
の
あ
な
た
は
そ
れ
に
ど
れ
だ
け
応

え
て
お
り
ま
す
か
？
あ
る
い
は
、
あ
な
た

に
と
っ
て
の
自
律
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

と
。
さ
て
、
職
員
各
位
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
答
え
が
返
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
？
昨

年
暮
れ
に
お
け
る
道
産
米
の
目
標
削
減
な

ど
、
最
近
の
農
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
を

考
え
る
と
「
今
年
は
も
し
か
す
る
と
そ
の

答
え
が
互
い
に
求
め
ら
れ
る
勝
負
の
年
に

な
る
か
も｣

と
門
外
漢
な
が
ら
感
じ
て
い

る
私
が
い
る
の
で
す
が
。

　
次
回
、
お
会
い
を
す
る
ま
で
に
は
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
揺
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し

で
も
収
束
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
よ
う

に
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第20回第20回
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JAグループ北海道からのお知らせ
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

三月俳句三月俳句三月俳句

2月号の正解は
「セツブン」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

雨 竜 町　　大橋　朝子　様
雨 竜 町　　柳町　幹生　様
北 竜 町　　中島　雅子　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4
5

6
8
9

11

13

15

17

19

20
22

25

初夏の長雨。または、そのじめ
じめした季節。
ニュージーランドが原産地の
果物。黄緑色で卵型
雪が解けて水になること
黄褐色または黄緑色で、リンゴ
に似たバラ科の果物
円を押しつぶしたような形

「互い」の丁寧語。「○○○○様」
人、鳥、魚、貝以外の小さな生
き物。昆虫、寄生虫など
嬉しい時、おめでたいときに両
手を上げ、大声で言う言葉
酒などに酔うこと。酔った状態。
「○○が回る」
鼻の中が刺激されて、急に息
を吹き出す体の運動
高熱に耐えること。高熱によって
変質しないこと「○○○○容器」
代価以上の貨幣で支払われた
時、支払った人に戻す差額の
金銭。つり。
多く発生すること
論理的にねられた意見。主張。
「伝○○」「解○○」
息子の妻となる女性。息子の
妻になった女性

1

5

7

8
10
12

14

16

18
21

23

24

25

26

壊れたものなどが、元の状態に戻
ること「電気が○○○○○する」
波が荒くて、または潮流が速く
て航海の困難な海域。
恐れずに立ち向かっていく強い
気力
教えること。教えられたこと。
井戸のまわり。「○○○○会議」
書かれた文字、書いてまとめた
もの「領収○○」 
実際に目で見て学ぶこと「社会
科○○○○」
うすく平たい形をしたもの、特
に木を平たく切ったもの「まな
○○」「○○前」
材料の性質
元気のある事。敵を恐れさせる
力や勢い「○○○が良い」
細長い棒の先にとがった刃物を
付けた、昔の武器。
熱を発生すること。体温が平常
より高くなること。
夜、道ばたに品物を並べて売る
店
大気中の水蒸気が冷やされて水
の雫になって落ちてくるもの

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切4月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和４年6月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
寒
す
ず
め
声
か
け
ら
れ
て
空
に
舞
う
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
冬
晴
れ
の
暑
寒
の
雄
峰
の
偉
観
か
な
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
亡
き
夫
の
姿
ほ
の
か
に
春
か
す
み
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
退
院
の
便
り
と
と
も
に
寒
開
け
る
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
願
い
書
き
紙
風
船
を
大
空
へ
　
　
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
北
窓
を
開
く
る
や
異
国
戦
中
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
野
に
一
樹
駆
け
だ
し
そ
う
な
樺
樹
氷
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
揺
れ
止
ま
ぬ
燭
を
見
つ
む
る
春
愁
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
棒
鱈
の
煮
つ
け
艶
ご
と
胃
袋
に
　
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
雪
飛
ば
し
農
夫
の
誇
る
ハ
ウ
ス
棟
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
朝
寝
し
て
父
母
に
会
う
な
り
夢
の
中
　
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
花
時
計
廻
り
出
し
た
と
花
便
り
　
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
余
り
布
母
手
作
り
の
古
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
陽
を
攫
ふ
空
の
怒
り
か
春
吹
雪
　
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
米
寿
と
は
今
を
忘
れ
て
桃
の
花
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
糸
桜
風
に
な
び
く
よ
旅
の
空
　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
栄
転
も
生
く
る
鍛
錬
風
光
る
　
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
春
霞
ミ
月
で
閉
じ
し
店
の
窓
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
北
の
地
に
わ
く
わ
く
な
春
ビ
ッ
グ
ボ
ス
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
鶯
餅
ぱ
ら
ぱ
ら
き
な
粉
絵
模
様
に
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
下
校
時
に
黄
帽
子
と
ん
で
春
一
番
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
鶯
の
唄
の
る
ラ
イ
ン
肥
前
か
ら
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D

1 2 3 4 5 6

7 8

9 10 11

12 13 14 15

16 17 18 19

20 21 22 23

24 25

26
D

C

A

B
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．監査結果概要報告について
４．組合員の加入脱退について
５．営農懇談会開催日程について
６．第22回通常総代会議長について
７．役員報酬審議会の答申について
８．令和3年度　決算資産自己査定結果について
９．令和3年度経営定期点検結果報告について
10．反社会的勢力との取引状況について
11．第4四半期コンプライアンス事故報告について
12．職員の人事及び業務事故について

13．本所解体工事の取り進めについて
14．貸出金の貸付報告について
15．クミカン要精算額の処理状況について
16．金融ADR制度に係る相談・苦情等対応状況の定

期報告について
17．共済　相談・苦情等対応状況について
18．令和4年産米の「生産の目安」の取組状況につ

いて
19．令和3年度 農業教育振興基金収支報告について
20．うるち米・もち米の情勢について
21．青果・花き集荷販売実績について
22．経済部事業実績について

１．役員賠償責任保険、身元信用保険及び個人情報賠
償責任保険について

議案第１号　令和3年度事業決算及び剰余金処分案に
ついて

議案第２号　貸出金利率の最高限度及び信用供与の最
高限度額の設定について

議案第３号　理事者に対する貸出事前承認について
議案第４号　理事に対する貸出承認について
議案第５号　貸出金の貸付決定について
議案第６号　学識経験役員候補者の選出について

提
出
議
案
協
議
事
項

報
　告
　事
　項

第１回理事会 〈令和4年2月28日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

１．職員の人事について
２．令和3年度 出資増口結果について
３．令和3年度第4四半期 内部統制及びリスク管理

の取組状況について
４．太陽光発電 収支報告について
５．役員推薦会議による役員候補者の選出について
６．クミカン要精算額の処理状況について
７．再建組合員及び準指導組合員の選定について

８．クミカン貸越極度額の設定及び信用評価と対処
方針について<一般組合員＞

９．令和3年度不良債権処理方針に基づく回収状況
について

10．令和3年度 農畜産物販売実績及び交付金等を含
む収入実績について

11．青果・花き生産振興対策（実績・計画）につい
て

議案第１号　令和4年度事業計画の設定について
議案第２号　令和4年度 固定資産取得・処分・修繕に

ついて
議案第３号　第22回通常総代会提出議案について
議案第４号　定款の一部変更について
議案第５号　令和4年度 役員報酬の支給について
議案第６号　令和4年度不良債権の処理方針について

議案第７号　クミカン貸越極度額の設定及び信用評
価と対処方針について<再建組合員＞

議案第８号　令和4年度 賦課金の賦課及び徴収方法
について

議案第９号　系統外販売取引契約について
議案第10号　令和4年度 青果・花き生産振興対策に

ついて

提 

出 

議 

案

報
　告
　事
　項

第２回理事会 〈令和4年３月８日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

※今月の健康百科は休載致します。
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金融共済部 共済課からのお知らせ

イチヤン本所
音 江 支 所
深 川 支 所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171

納 内 支 所
多度志支所
雨 竜 支 所

TEL 0164-24-2211
TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331

ＪＡきたそらち
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

お問い合わせ
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